
 

令和５年度 

滝川市議会総務文教常任委員会 

行政視察報告書

視察期間　：　令和５年１０月１０日（火）～１１日（水） 

視察場所　:　新潟県長岡市



１　全　般 

本年５月に新型コロナウイルス感染症が２類から５類に移行して感染者が減少傾向となり、徐々に人流

が増え活気が戻りつつある中、１０月１０日(火)から１１日(水)の行程で総務文教常任委員会の行政視察

を実施した。 

本視察の狙いは大きく２点あり、その１点目は近年予期しない集中豪雨による河川の氾濫や大規模地

震に備え、平成１６年から２５年の間に大きな災害に６回も被災している長岡市の防災に関する取組みを

研修するとともに、平成１６年に発生した中越地震の資料や記録を集積した施設「長岡アーカイブセンタ

ー　きおくみらい」を視察して、改めて本市における防災体制の強化と防災教育の在り方について考える

こと。 

また、２点目は長岡市の「中心市街地整備及び活性化への取組み」と複合施設「アオーレ長岡」を視察

し、本市における最大の課題であるＪＲ滝川駅前の整備など、賑わいのあるまちづくりに資することである。 

長岡市と本市では人口及び財政規模など異なる点が多々あるが参考になることも多く今後の議員活

動の資を得ることができたものと思料する。 

 

◇視察参加者名簿 

　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇新潟県長岡市 

長岡市は、新潟県の中南部（中越地方）に位置する市。県内では新潟市に次いで第 2 位の人口を持ち、

中越地方では最多の人口（258,638 人（令和５年５月１日現在））を有する。まちの中心には市の中心

部には雄大な信濃川が流れかつては越後長岡藩の城下町として栄えたことでも有名。 

 

 

 

 

 

 

 

◇日　程 

　　別紙　「令和５年総務文教常任委員会行政視察日程表」を参照 

 委員長 安　樂　良　幸

 副委員長 荻　野　仁　史

 委　員 髙　橋　江海子

 委　員 好　川　　　章

 委　員 福　井　雅　章

 委　員 木　下　八重子

 委　員 三　上　裕　久

 委　員 山　口　清　悦

 委　員 柴　田　文　男

 委　員 関　藤　龍　也

 随　行（議会事務局） 山　本　亜希子

新潟県

▲日本三大花火大会のひとつ長岡花火大会　　　　　　▲棚　田　 ▲国指定重要無形民俗文化財 
越後山古志 牛の角突き

　※出典：新潟観光なび「写真ライブラリー」１

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E6%BD%9F%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E8%B6%8A%E5%9C%B0%E6%96%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E6%BD%9F%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%BA%8C%E9%83%BD%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E5%8F%A3


２　視察状況 

(1)  防災体制の強化と防災教育の取組みについて 

ア　 視察日時及び対応者 

(ｱ)  視察日時 

令和５年１０月１０日(火)　１４時１５分から１６時１５分（※講義前に外観および周辺視察） 

(ｲ)  対応者 

          

 

 

 

 

イ 　概　要  　                                                                       

(ｱ) 　副議長挨拶 

山田副議長から歓迎の言葉、長岡市の特性および名産、災害に強いまちづくりを目指した取組

みと中心市街地を活性化させ、コンパクトシティを目指している旨のご挨拶をいただいた。 

(ｲ)  長岡市における近年の災害について 

長岡市については平成１６年：中越地震、平成１９年：中越沖地震、平成２３年：豪雪、東日本大

震災及び新潟・福島豪雨、平成２４年：豪雪、そして平成２５年：７月８月豪雨の計６回の大規模災

害に被災している。 

(ｳ)   防災強化に向けた取組み 

ａ　 平成１６年の７．１３水害、中越大地震、２年連続の豪雪といった経験を踏まえた見直しを行い、

平成１７年度には検証・検討を行い、平成１８年４月に「長岡市防災体制強化の指針」をまとめて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

長岡市議会副議長　山田　省吾　氏 

長岡市危機管理防災本部部長兼危機対策担当課長 

原子力安全対策室参事　入澤　義和　氏 

長岡市危機管理防災本部防災政策課長 

原子力安全対策室特命主幹　金子　元昭　氏

▲長岡市役所での講義の様子

▲長岡市の豪雨災害、台風被害 
　

　※出典：行政視察資料「長岡市の防災体制の取組について」２



ｂ　 震災後、地域向けに行った主要な事業 

（a） 市民向け防災パンフレットの作成 

　　　　　      　「市民防災のしおり」、「自主防災会結成と活動の手引き」などの具体的な活動手順を明確

化した各種災害対応マニュアルを作成。 

(b) 自主防災会への支給制度 

　　     　　　　　新潟県中越大震災復興基金による防災倉庫及び防災設備等に要する経費の補助(Ｈ１９～

Ｈ２１の間、自主防災会を対象) 

　　　　　　     　中越地震後、市民の防災意識が高まり、自主防災会組織結成率が４０％→９０％近くまで上

昇 

　　　   　　(c) 中越市民防災安全大学の開校 

    　       中越大震災で得た貴重な体験や教訓を後世につなぎ、更には地域の防災リーダーを育成す

ることを目的に、中越市民防災安全大学を平成１８年度から開校。修了生は、「中越市民防災

安全士」として認定される。第１期生５７名により「中越市民防災安全士会」が設立され地区防

災訓練の支援等の活動を行っている。 

(安全士会入会者数：延べ４２９人) 

　　　　   　(d) 本部機能の強化 

　　　　　　   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (ｴ)  　長岡方式の避難行動 

          a 信濃川早期警戒情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中越大震災では当時の市役所庁舎が被災し、災害対策本部を消防本部の会議室に一時

的に移設している。 

平成２４年４月１日に市役所庁舎をアオーレ長岡に移設し、４階に災害対策本部を設置して

いる。 

アオーレ長岡は一般的な建物の１．２５倍の耐震性を持ち、７２時間(約３日間)運転可能な

非常用発電設備が完備されている。また、停電時には主要に部屋は非常用発電設備に切り

替えられ１００％の電源が供給される。 

災害対策本部には、大型ディスプレイに各種情報を一元表示することにより、総合的かつ

同時の閲覧が可能である。また、市内の河川カメラ、国土交通省の道路カメラなどによりリア

ルタイムで現地の状況が確認できる。併せて、各種防災システムによる情報収集や気象情

報、被害状況の共有も可能である。これにより、避難情報の発令など、迅速・的確な判断が可

能となった。

※出典：行政視察資料「長岡市の防災体制の取組について」３



b　広域避難 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）　　長岡市の防災教育 

　　　　　　a　 自主防災会の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ　 トップランナーの養成 

中越市民防災安全大学の開校 

・平成１８年度開校 

・有識者による「安全」や「防災」をテーマに専門的な知識や災害時に役立つ実技、備えを学

ぶ連続講座（全５日間、２０講座）を開講 

・毎年約５０人が受講し、令和４年度までに延べ８３７人が修了 

(令和５年は６９名が受講し、内２２名が女性) 

  　　　　　     →　修了生には、地域の防災リーダーとなる「中越市民防災安全士」認定証を交付 

　　　　　     ・修了生は「中越市民防災安全士会」に入会でき、ネットワーク形成と活躍の場の拡大が可能 

　　　　　　     →　安全士会入会者数：延べ４２９人(令和４年度　２１人) 

　　　　　     ・全国に通用する「防災士」の受験資格も取得可能(講座最終日に防災士試験あり) 

→　令和４年までに延べ６１７人が合格(令和４年度４８人) 

・受講生の大半は、仕事をリタイヤしたシニア世代、その他は学生(高校生、大学生)及び主婦

が多い。 

　※出典：行政視察資料「長岡市の防災体制の取組について」

４



ｃ  防災知識の普及 

　　　　　　　 中越市民防災安全士会 

・平成１９年３月に中越地震の経験から地域の防災リーダーの育成を目的として、「中越市民

防災安全大学」の修了生有志が、継続的な地域防災知識の習得と地域での防災活動の実践

につなげるために結成された。(令和５年５月現在、会員数１７５名)　 

　　　　　     ・自主防災活動を活性化し、住民の防災意識・知識の向上を図るため、長岡市の委託を受け、

防災よろず相談、講師派遣、防災学習ガイダンス及び行政視察補助、市民防災講座等の検討

や資料作成を行っている。 

　    ｄ　 防災教育サポート　 

(a)　防災部局と教育部局とが連携し、全小・中学校に毎年更新する教材「長岡市防災玉手箱」を設

置　 

※「防災玉手箱」：授業や学びたい内容に応じて教材を選択しながら、児童生徒が分かりやすく、

かつ、楽しく防災について学べる学習資料。 

(b)　防災教育に関する総合相談窓口の設置と教育支援(ＮＰＯ法ふるさと未来創造堂) 

　 ・ 防災玉手箱やわが家の防災タイムラインを活用した防災教育の相談、企画、運営、講師派遣、

学校訪問や電話による課題聴　取等を実施(「御用聞き」) 

・ 令和４年度の防災教育実施回数は、小学校１８校(１１２回)、中学校１６校(１３４回)実施　 

　　　　　(c)　わが家の防災タイムライン 

・子ども達の防災教育を推進し、地域防災力の向上につなげることを目的とし、災害から身を

守る行動を時系列で考える教材として作成 

　　　　　　　　　　・長岡市洪水ハザードマップで示す「長岡方式の避難行動」を踏まえて、水害に備え、自分の

とるべき行動を整理し、時間軸に沿ってまとめる各家庭オリジナルの避難行動を計画・策定 

　　　　　　　　　　・本教材を用いて家族みんなで話し合いながら安全に避難するための準備や行動を考える契

機を創出 

 

(ｶ)　　長岡アーカイブセンター　きおくみらい(現地視察) 

　　　　　 対応者 

　　 　　　公益社団法人　中越防災安全推進機構　マネージャー　赤塚　雅之　氏 

　　　　　　 ・２００４年に発生した新潟県中越地震の資料を集積した災害及び防災に関する啓発施設 

　　　　　　　・小千谷市と長岡市の４施設と３つのメモリアルパークを結ぶ「中越メモリアル回廊」の中の一つ 

　　　　　　　・被災状況や災害・防災に関する文献や写真・映像データを保有しており閲覧も可能 

　　　　　　　・防災関連会議等の主要開催場所として、そのセンター機能を有する施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

　※出典：長岡アーカイブセンター　きおくみらい HP５



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲長岡市内の会社が開発した、簡単に組み立てられ

る発泡スチロール製のベット。

▲２００４年１０月の新潟県中越地震で、崩れた

土砂の中から９３時間ぶりに奇跡的に救出され

た当時２歳の男の子の救出現場。東京消防庁の

ハイパーレスキュー隊が救出にあたった。当時の

様子は「奇跡の救出劇」として世界中に配信さ

れ、その現場は、今もメモリアルパークとして残さ

れている。

▲長岡市内の会社が開発した、ダンボール製の授乳

室とトイレ。組み立てが簡単で軽量。
▲プライバシーを確保できるキャンプ用のテント。 

震災当時、(株)パタゴニアから寄贈された。 ６



ウ　　視察に参加した各委員の所感 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇防災士が市内だけで６００人以上も存在しており、長岡市の防災教育に対する本気度が伝わる数字であり 

圧倒された。　 

◇災害を経験した長岡市の防災教育の徹底ぶりに感心した。 

特に避難行動においては、長岡市独自の早期警戒情報をつくり、そのことにより住民の行動を明確化し、住 

民も協力し、一人の犠牲者も出さないという意気込みを感じる視察であった。 

滝川市においても災害時の避難行動の具体的実習を年に数度開催することも必要であると感じた。 

◇多くの災害を体験し犠牲者を出した都市であることから、防災教育が小・中学校の子ども達の段階から実

施されている。災害の少ない本市においても、平素から市民への防災教育を実施すべきだと感じた。 

◇大きな自然災害がたびたび発生している地域であり、防災に関する教育が行き届いていることを痛感した。 

また、防災士資格取得者は女性も含め人数が多く衝撃を受けた。防災に対する意識が非常に高い地域だと 

感じた。 

◇長岡アーカイブセンターきおくみらいでの映像で被災者ご本人による被災体験の語りを見て、滝川市でも

このような追体験の上映会を学校や市内施設で行えば、防災意識の向上に繋がると感じた。 

復興は行政の力だけでは難しく、住民一人ひとりが防災意識を持ち、官民連携して同じ方向を向き互いに

協力し合うことが大切であると感じた。 

◇「中越市民防災安全大学」が設置され、防災士が６００人を超えるなど、市民の防災への本気度が全く違う

と感じた。 

本視察は、滝川においても大きな災害が必ず来ることを前提に対策を急ぐべきだと考えさせられる視察で

あった。　 

◇生命、財産を脅かす災害に対し、自衛・自助・地域共助を醸成させて一丸となって困難を克服するという姿

勢は滝川市も大いに見習うべきである。また、「総がかり」という統一理念で各自治体が同様に抱えるよう

な諸問題にも取り組む姿勢が感じ取れた。 

◇長岡市は高齢者住民への情報伝達手段として、緊急防災ラジオを配備し、それに対し補助金を支出してい

る。本市においても実施すべきだと感じた。 

◇長岡市は過去に中越大震災をはじめとし、大きな災害を体験している市であり、「きおくみらい」などを活用

した防災教育に力を入れていると感じた。 

滝川市は災害の少ないまちであるが、もっと防災教育に力を入れるべきだと考える。 

◇平成１６年の中越大震災をはじめとした大規模災害に幾度となく被災した長岡市だからこそ、子ども達を対

象とした防災玉手箱などによる教育や大学生・社会人を対象とした中越市民防災安全大学の開講及び中

越市民防災安全士会の結成などの各種施策を立案・実行して、市民と行政が一丸となって防災に取り組ん

でいる姿勢が大変参考になった。 

災害の少ない本市においても平素から防災意識の高揚を図るための講話や警察・消防・自衛隊などの関

係機関による協同(連携)訓練、町内会などを主体とした避難訓練などを今以上に実施して有事に備えるこ

とが肝要であると本視察を通じて強く感じた。 

７



(2)　　中心市街地整備及び活性化への取組みについて 

　 　ア  視察日時及び対応者 

(ｱ) 　視察日時 

　　　　　　　 令和５年１０月１１日(水)　９時１５分から１１時１５分 

(ｲ) 　対応者 

　　　　　　　　長岡市中心市街地整備室 まちなか政策担当課長　西野　靖雄　氏 

　　　　　　　　長岡市中心市街地整備室 まちなか整備担当課長　韮澤　太功　氏　 

　　　　　　　 長岡市市民協働推進部 市民協働課長　五十嵐　智行　氏 

　　 イ　　概　要 

(ｱ) 　まちの概要 

ａ  長岡市の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　ｂ  長岡市全体のまちづくりの方針(将来都市像)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：行政視察資料「みんなが創るまちなかの価値」
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ｃ  長岡市まちなかの変遷(昭和の賑やかだった頃から平成の衰退へ) 

　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ  まちなかの空洞 

(a)　商業施設の連鎖的な閉店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：行政視察資料「みんなが創るまちなかの価値」

９



　　(b)　地価の下落 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 　行政機能のまちなか回帰(都市機能のまちなかへの集積) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：行政視察資料「みんなが創るまちなかの価値」
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(ｳ)　 中心市街地活性化に向けて(全国初まちなか型市役所の実現) 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ)　　長岡市の実証実験(｢市民との協働によるまちづくり｣を目指して)　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：行政視察資料「みんなが創るまちなかの価値」

１１



☆ 「ながおか市民センター(H13.10)」のオープン 

  　　撤退した大型商業店舗を市が借上げて「市民協働」のまちづくりの実証実験を実施                                                                  

ａ 極力役所らしさを抑え、自由で規制がなく、入りやすい普段着の施設 

ｂ　「市民が育てていく」をコンセプトに、当初は、市役所窓口サービス、ちびっこ広場や市民が様々

な活動を行うフリースペース等を整備 

ｃ　市民の声を反映した「学習コーナー」、「まちなか保育所」　や「障碍者プラザ」を開設 

ｄ　自然発生的に中・高校生の学習コーナーができたり、ちびっこ広場が子育て中のお母さん方の

交流の場になったりと、日々進化を続けている。 

ｅ　多くの市民に愛され、オープン以来延べ３０７万人以上が利用 

ｆ　全国の先進事例として、これまで自治体、商店街組合等から延べ５７７団体、１３，４１８人が視察

に訪れた。 

 

(ｵ)　「アオーレ長岡(H24.4)」のオープン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ａ アオーレ長岡は、ＪＲ長岡駅前に位置し、ナカマド(屋根付き広場)を中心に、アリーナ、市民交流ホ

ールなどの公会堂機能と市役所、議会が一体となった多くの人が集まる「市民協働・交流の拠点」 

ｂ 「アオーレ」は長岡の方言で「会いましょう」を意味する。 

公募数５，５５２点の中から選ばれた、小学校５年生の女の子の思いが込められた名前 
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ｃ 「アオーレ長岡」のコンセプトと特徴 

 

　 

　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ｄ　「アオーレ長岡」でのイベント展開 
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ｅ　「アオーレ長岡」は市民協働の拠点(市民目線での管理運営) 

 

 

 

　 

　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｶ)  市街地開発事業 

ａ  長岡市の市街地再開発事業 
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ｂ　 まちなかキャンパス長岡 

(a) 講座等の企画・運営及び開催 

・多様化、高度化する学びのニーズや学びのステージに応じた様々な講座を開催 

・市内４大学１高専と長岡市で構成する「まちなかキャンパス長岡運営協議会」が企画・ 

運営 

・令和４年度は、全８７講座、受講者数延べ２，５２７人 

 

 

 

 

 

 

 

(b)　施設の貸し出し 

・大小６つの会議室や、ダンス及び体操ができる多目的スペース、音楽スタジオ、簡単な調理が

できる創作交流室など、全１１室の貸し出しを行っている。　 

・令和４年度は、施設利用者数７０，９５９人、稼働率約６６％ 

・長岡市民であれば、全て無料で借りることが可能　 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ　 子育て駅　ちびっこ広場 

(a) 買い物時の休憩、子育て相談・交流の場 

(b) 保育士と司書が常駐し連携 

・保育士による乳幼児の一時預かりを実施(1 時間：300 円) 

・司書も常駐し、「まちなか絵本館」としての機能を拡充 

(c)　ハード・ソフトを市民が育てた施設 

・保護者(現場)の声は「子育て駅」の源流 

(d)　令和４年度年間入館者数：２５，０７４人(69 人/1 日平均)　　　　 
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ｄ　 ＮａＤｅＣ構想(４大学１高専の多様な人材) 

４大学１高専の持つ専門性、最先端工学からデザイン、マーケ　ティングなどの強みを生かして、人

材育成と産業振興を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ 　米百俵プレイス　ミライエ長岡（令和５年一部 OPEN、令和７年全館 OPEN) 

　　・基本方針「人づくりと産業振興」を総がかりで支える地方創生の拠点 

　　　①未来の長岡を支える人づくり・学びの拠点「知的創造」 

　　　②新しい産業を起こす人材・仕掛けの拠点「産業人の育成」 

　　　③産業界のイノベーションを促進する４大学１高専の拠点「産業基盤の強化・新技術開発」 

　　・目指すコンセプト「新たな人、情報、挑戦に出会える、未来を創る場」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米百俵の精神とは・・・？ 

　　　戊辰戦争に敗れ、長岡の人たちの暮らしは、その日の食事にも事欠くありさまだった。そんな

中、小林虎三郎は「どんな苦境にあっても教育をおろそかにできない。」と主張し、明治２年

(1869)５月１日から焼け残った長岡城下四郎丸村の昌福寺の本堂を仮校舎として国漢学校を

開校した。 翌年５月、長岡の窮地を見兼ねて、支藩の三根山藩から見舞いとして米百俵が送られ

てきた。藩士らは当然分配されるものと待った。 

しかし、小林虎三郎は分配しても一人当たりいくらにもならないこの百俵を元にして学校を建て

ることが、戦後の長岡を立て直す一番確かな道だと説いた。そして、反対する藩士らを説得し、米

を売り、その代金で国漢学校の書籍や用具に充てたのである。 

　　明治２年６月１５日には新校舎が完成した。それまでの藩校は漢字を主に教えていたが、国漢

学校ではそれだけではなく、日本の歴史や国学、さらに洋学、地理や物理、医学までも質問形式

の授業で学ぶことができた。また、身分にとらわれず誰でもが入学できた。　　　　 
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(a)　基本 方針及び目指すコンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

 

(b) 人づくり・学び、産業振興及び賑わい創出 
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(c)　 施設のレイアウト 

〇　３・４階(集い・憩い・学び・知る・賑わいのﾒｲﾝﾌﾛｱ)　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇　５階(起業・創業・産業支援のフロア) 
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〇　その他の施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　 

 

 

 

 

 

 

(ｷ)  成果とその他の取組み 
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ｂ　中心市街地の歩行者通行量の推移 
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(ｸ) 「アオーレ長岡」(現地視察) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲アルビレックス長岡の本拠地　　　　　　　　　　　　　　　　▲最大 5,000 人収容可能な可動式（３分割可能） 
なホール

▲座席が収納されている。　　　        

▲入口にある大画面。滝川市議会の名前が映
し出されていた。　　

▲防音壁。この白壁を閉めることで防音になり、
コンサートの開催も可能。ちなみに、アリーナの
こけら落としは「いきものがかり」。

 ▲建物のメインとなる「ナカドマ」

▲ボランティアや NPO の支援を専門に行うフロ
ア。市民と各団体とのマッチングも行っている。

▲「日本初！」のガラス張りの議場。１階にあるの
で、市民が議場の様子を見ることができる。

１５
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ウ　視察に参加した各委員の所感 

 

◇アオーレ長岡にある中土間はシンプルな空間でありながら、デザイン性が高く市民が訪れて長居した

くなる落ち着いた雰囲気だった。 

中土間とアリーナがフラットに繋がっているとともに、地球にやさしい雨水循環型環境制御システム付

の屋根の導入など、季節を問わず様々な催しに幅広く対応でき、利便性と環境への配慮が両立され

ている施設であった。運営は、ＮＰＯ法人と市が一緒に行っており、市民はアリーナ以外の施設は無料

で使用でき、利用者が活き活きと活動しており、本施設が長岡市の文化団体の活動や教育に大きく関

わっていることを確認した。本視察で、文化施設は行政機能と民間機能が共存する官民連携が人の

流れを自然と発生させ、賑わい創出に繋がることがよく理解できた。 

◇長岡駅西側の地域の活性化への取組みは極めて有意義な取組みであり、市役所機能のまちなか移

転、社会教育施設の複合化や社会福祉拠点の整備など、空きビル、テナント対策を含めた様々な計画

が連坦し、総合的効果を発揮する中心市街地活性化計画となっていた。 

◇市の表玄関である駅前の活性化をどのようにするのかが、未来へ直結する最大のテーマであり、滝川

市においても最重要課題である。 

　　長岡市は、その課題解決のために計画段階から市民協働で取り組んできた。このような計画案は、コ

ンサルタント会社への計画の基礎となる部分を任せ、その後に一部の人たちで具体案をつくるという

ことが多い中で、１０年の歳月をかけて市民協働で取り組んできたことが評価できると考える。また、

市役所を駅前に配置したことにも感心させられた。特に市役所機能を分散することで街中への回遊

(人流)を狙ったようだ。この点については、市民に不便をかけないための配慮もある。市民の利用頻

度の多い窓口業務を１カ所に集約し、総合窓口として、ほぼすべての手続きが駅前のアオーレ内の市

役所で可能となり、視察時も混雑していた。 

　　滝川市の駅前整備について、市民協働で計画案をつくるべきと考えを新たにした。 

◇複合的施設の利用度が高くなるように、住民の意見を採り入れている。 

◇視察対象である「まちなか型市役所」の実現と行政機能分散配置政策による人流回遊性を狙った政

策は復興を起点に経緯した長岡市と異なるアプローチの滝川市においては部分的な参考にとどまる

と考える。しかしながら、滝川市駅周辺開発の今後の取組みについては人流創出や回遊性をいかに

長岡市のような独自性を実践でき得るか、長岡市の「総がかり」を参考に多くの意見を収集、検討す

べきと感じた。 

◇中心市街地整備にあたり、長岡城本丸跡地を中心に計画したことは、長岡市の大きな決断を感じた。

また、アオーレ長岡は市議会議場及び市役所事務所が、ガラス張りとなっており、これが市民目線の

改革とすれば多少の疑問は残るが、全国一を視野に入れた改革と解釈しました。 

◇アオーレ長岡は、ＪＲ長岡駅に連絡道で直結した市役所機能を備えた複合施設で１階に市議会議場

及び市役所総合(ワンストップ)窓口を配置し、機能やデザインにおいても市民の創造性を刺激するか

つてないコミュニケーションの取れる空間だと感じた。また、冬期においても様々な活動ができる屋根

付きの中土間やアリーナがあり、市民の交流拠点となっており、周辺施設への波及効果が期待できる

と思った。 

長岡市は「中心市街地活性化基本計画」を策定・取り組んだ結果、疲弊していた中心市街地に人が
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戻り、賑わいが創出されていた。 

今後、滝川市の顔である駅前の開発を早期に進めるため長岡市の取組みを参考にしていきたい。 

◇市役所併設型の複合施設であり、デザイン的にずば抜けていました。中でも特に印象的だったのは、

コンシェルジュさんが居て、不明な点をコンシェルジュさんに問うと解決してしまうところでした。 

また、複数の手続きを一括して対応するワンストップサービスについても利便性を感じました。 

最後に、１階にあったガラス張りの市議会議場が美しかったです。 

◇新潟県第２の都市であり、人口 27 万人規模の都市と当市においては実施可能な施策は限られると

思われる。また、市民協働で取り組んでおり、計画案の段階から市民意見を十分に取り入れ、課題等

の解決策を進めていることが参考となった。 

◇中心市街地の活性化については、長岡駅の周辺で行政や議会機能を備えた複合施設であるアオーレ

長岡を核としてまちづくりを進めていると感じた。特に、駅周辺には駐車場をつくらず中心市街地へは

徒歩で移動させる発想には驚いた。長岡市と本市では人口や財政規模は異なるが、計画段階ら市民

の意見を採り入れるなど、参考になる点は多々あり有意義な視察となった。 
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